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県　人　口 ： 1,934,308人
対　前　月 ：  -1,092人
　　 男 　　： 956,300人
　　 女 　　： 978,008人
世　帯　数 ： 806,521世帯

（県移動人口調査：令和２年２月１日現在）
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スマートフォンやタブレットでも
「ぐんま広報」をご覧になれます。

群馬デスティネーションキャンペーン
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（1）ぐんま広報　令和2年 4月 5日発行

群馬デスティネーションキャンペー
ンの情報をお知らせしています。「グ
グっとぐんま公式サイト」（ググっ
とぐんま観光宣伝推進協議会ホーム
ページ）https://gunma-dc.net/

今年度の予算を象徴するキーワードは３つ

　思い切って事業を見直すことで、財政の健全性の確保に向けた一歩を踏み
出すと同時に、県民の幸福度向上につなげる新たな取り組みを推進するため
の予算を編成しました。

　今年度予算は、防災・減災対策をはじめとした県民の安全・安心
を支えるための取り組みを充実させるとともに、前例にとらわれな
い情報発信や、民間の知恵と資金を活用するための仕掛けづくりな
ど県民の幸福度向上に向けた施策をしっかりと盛り込みました。
　また思い切った事業の見直しなどにより、災害時の備えとしても
重要な財政調整基金の残高を52億円確保しました。臨時財政対策
債や減収補てん債を除く県債については、発行額を164億円、県
債残高を４億円削減し、財政の健全性にも配慮した予算編成を行い
ました。
　当初予算には４つの重点施策を掲げ、「新・群馬」の創生に向け
始動します。

　県民の安全・安心を支えるとともに、自然災害が少ないという本県の強み
を最大限に生かしていくため、
防災・減災対策を集中的に実施
します。また「ぐんま５つのゼ
ロ宣言」の実現に向けた環境問
題への取り組みや、医師確保・
健康寿命延伸・児童虐待への対
応強化などに取り組みます。

　民間企業と連携し、データやＩＣＴ（情報通信技術）を活用することで、
新しいリソースを生み出す仕掛けをつくります。
　県庁３２階フロアを「多様な人々が
常に集まり、交流することで、次々に
新しいリソースが生まれ、発信される
空間」とするため、カフェやイノベーシ
ョンエリアを備えた場所に整備します。
　動画・放送スタジオでは、県政情報
や県の魅力を伝える動画を、ローコス
トかつスピーディーに制作・配信し、
インターネットを中心とした情報発信を大幅に強化します。

　時代の変化や費用対効果などの観点から事業の見直しを行うとともに、
ネーミングライツの新規導入やクラウドファンディング型ふるさと納税の
実施など、歳入確保に取り組みます。
　災害発生時などの緊急的な財政出動への備えとして重要な財政調整基金
を確保するとともに、臨時財政対策債・減収補てん債を除く県債残高を削
減しました。

　観光客や移住者、外国人など、
多様な人々を群馬に呼び込むた
め、トップ外交やぐんまちゃん
のブランド力強化、フィルムコ
ミッション活動支援、「多文化
共生・共創『群馬モデル』」の
推進などを通じて、本県の魅力
を最大限に高め、世界に向けて
発信していきます。

令和２年度群馬県予算令和２年度群馬県予算77,,451451億円億円

改革＋創造予算 新群馬創生始動予算 前例踏襲脱却予算

共創とデータ活用による新しいリソースの創出

財政の健全性の確保

イノベーションエリアイメージ図

災害に強く、安心な暮らしと安定した経済活動の実現

フィルムコミッション（テレビドラマ「ケイジと
ケンジ」撮影の様子）

昨年の台風第１９号による被災状況（嬬恋村）

予算の提案説明をする山本一太知事

○県民の安全・安心を支えるための取り組みは充実・継続
○本県に富を生み出すための新たな取り組みも行う
○思い切った事業の見直しなどにより財政の健全性を確保

県民の幸福度向上

今月号には「群馬県議会だより 第84号」が折り込まれています。ぜひご覧ください

群馬県の魅力とブランド、ライフスタイルの構築と発信



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぐんま広報　令和2年 4月 5日発行（2）

問い合わせ先 県庁財政課　☎027-226-2091

　県や市町村の行政課題と、企業が有するＩＣＴ（情報通信技術）
などをマッチングさせる仕組みを構築します。民間の知恵・資金
を活用して実証実験を行い、地域課題の早期解決に取り組みます。

　財政の健全性を確保するため、時代の変化や費用対効果、他
県との比較、役割分担などの観点から一つ一つ議論を重ね、計
２４２件（１３． ６億円）の見直しを行いました。
　条例・制度の改正など調整が必要な事業は３年度以降の予算編
成に向けて、継続的な検討を行います。

　「健康」をキーワードに県産
農畜産物の成分分析を実施しま
す。分析したデータに基づい
た魅力を消費者に発信すること
で、販売促進につなげるととも
に、消費者の反応を生産現場に
生かすサイクルを作ります。

　今年度から新たに敷島公園水泳場にネーミングライツを導入し
ます ( 愛称：関水電業敷島プール）。またぐんま天文台、ぐんま
昆虫の森などの１４施設についても新規導入を検討します。
　ぐんまちゃんのブランド化や群馬交響楽団の海外公演支援など
の資金調達手段として、クラウドファンディング型ふるさと納税
や企業版ふるさと納税を実施します。

　投資的経費の抑制や事業の見直しにより、災害などへの備えと
しても重要な財政調整基金の残高を 52 億円確保しました。
　また臨時財政対策債・減収補てん債を除く県債の残高は、前年
度より４億円減少しました。

地方消費税清算金……最終消費地に地方消費税の税収を帰
属させるため、都道府県の間で清算を行うもの
地方交付税……いったん国が税として集め、その一定割合
が地方公共団体に配分されるお金                                                          
国庫支出金……使い道を決めて、国から支払われるお金
財政調整基金等繰入金……財源の不足を補うための基金

（貯金）の取り崩し

歳入

公債費……これまでに借り入れた県債の返済金と利子
投資的経費……将来にわたり使用される施設などの建設費

歳出

※端数処理の関係で、合計と一致しない場合があります
※県予算については、Ｈからもご覧になれます

｢前例踏襲脱却予算」で 新･群馬 を 創生　

共創とデータ活用による新しいリソースの創出

財政の健全性の確保
基金の確保・県債残高の削減

Ｇ –アナライズ＆ＰＲ（分析評価）　� ２, ２１６万円

歳入・自主財源の確保

　県庁 32 階の動画・放送スタジオで、県政情報や県の魅力を伝
える動画を、職員が費用を抑えつつ、迅速に制作・配信し、イン
ターネットを中心とした情報発信を大幅に強化します。

動画・放送スタジオを活用した情報発信� ５１５万円

　県・市町村、民間企業などの多様な主体が県庁 32 階に設置さ
れるイノベーション・ハブで交流し、次世代産業の創出を目指します。

オープンイノベーション推進� １, ３４１万円

　県庁 32 階を、多様な分野の人々が常に集まり、交流を通じて
新たなビジネスや街づくり活動のリソースが次々に生まれ、発信
される空間として整備します。

県庁３２階フロア整備
 ２億６４８万円（元年度２月補正予算）

地域課題解決ラボラトリー� ３, ６６５万円

事業の見直し

　最先端の知見を有する著名な経済人・有識者を草津町に招き、
パネルディスカッションなどを通じて地域課題の解決のための具
体的な提案を世界に向けて発信します。

湯けむり創造フォーラムの開催� １, ０００万円

　「Ｇメッセ群馬」のオープンを県内外に周知するとともに、施
設を核としてコンベンション産業の振興に取り組みます。

Ｇメッセを活用したコンベンション産業の振興
� １億３５０万円

重点施策３

県特産イチゴ「やよいひめ」の分析

重点施策４４

総額７,４５１億円
（単位：億円）

人件費
2,196

（29.5%）

（学校の教職員、
県庁職員、
警察職員）

公債費
1,002

（13.5%）
税関係交付金等
1,165

（15.6%）

社会保障関係費
1,069

（14.3%）

投資的経費
974

（13.1％）

その他
1,045

（14.0％）
県税
2,465

（33.1%）

地方消費税
清算金
1,021

（13.7%）

地方交付税
1,309

（17.6%）

国庫支出金
840

（11.3%）

その他
797

（10.6％）

財政調整基金等繰入金
53（0.7%）

県債
965

（13.0%）

歳出歳入

２年度当初予算
５２億円

※県債残高は臨時財政対策債・減収補てん債を除いたもの

２年度当初予算
６,７４９億円

元年度当初予算
１５億円

元年度２月補正後予算
６,７５３億円

３７億円増加 ４億円減少
積立基金残高 県債残高

積立基金残高とは 県が自由に使える貯金に当たる積立基金
 （財政調整基金、減債基金）の年度末残高
県債残高とは 県の借金である県債の年度末残高



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

ぐんま広報　令和2年 4月 5日発行（3）

　頻発・激甚化する水害などの気象災害にしっかり対応するため、
河川改修などのハード対策と、水害などからの避難を支援するソ
フト対策が一体となった防災・減災対策を加速させ、「災害レジ
リエンス No. １」の実現を目指します。
災害レジリエンス…想定外の災害時にも社会的機能を維持または速やかに
回復できる強さとしなやかさ

　本県独自の自治体外交を展開し、観光誘客推進や農産物の販路
開拓、海外進出企業の支援、文化交流の促進に取り組みます。
・ 群馬交響楽団海外公演支援（ベトナム） 6,960 万円
・ 県産農畜産物等輸出促進（香港）  1,036 万円

　「ドクターズカムホームプロジェクト」を推進し、若手医師の
県内定着や医師総数の確保、地域・診療科の偏在解消に向けて強
力に取り組みます。

　海外からの個人旅行客に対応するため、インターネットを活用
したデジタルプロモーションや観光施設向けの受入環境整備事業
を行い、インバウンド誘客を促進します。

　観光誘客や地域活性化のための戦略的な施策として、映像制作
会社に対する撮影支援や積極的な営業、県内ロケ地マップの発信、
映像コンテンツのＰＲなどを強力に推進します。

　ぐんま暮らし支援センターの運営や、ＳＮＳなどで発信力の高
い人材による情報発信など、首都圏などから本県への移住を促進
するための情報発信を大幅に強化します。

　東部児童相談所一時保護所
の体制整備や、弁護士を中心
とする NPO 法人が設置予定
の子どもシェルターを活用し
た支援など、虐待対応への取
り組みを強化します。

　「ぐんまちゃん」を世界に売り込むツールとし
て、アニメーション動画の製作・配信を行い、ブ
ランド力の強化を図ります。
・ アニメーション動画の製作 　8,343 万円　他

　人口減少社会の中、本県経済の活性化に不可欠な外国人材の円
滑かつ適正な受け入れのため、ベトナムでの合同企業説明会や、
企業向け相談会などを開催します。また外国人の日本語学習支援
や教育の充実を図ります。さらに日本人・外国人県民が共に輝く
ための社会を「共創」するため、外国人の県内定着や起業を支援
します。
・ベトナムでの合同企業説明会 463 万円
・企業向け外国人材受入れ相談会 190 万円
・「ぐんまで日本語！」プロジェクト 362 万円
・外国人児童生徒等教育充実総合対策 1 億 3,186 万円
・外国人留学生等の定着促進 122 万円　他

　２年度予算の総額は７，４５１億２，８００万円で、前年度と比べて６０億円（０．８％）減少しました。
　歳入のうち、県税は消費税率の引上げなどにより前年度と比べて１５億円増の２，４６５億円を見込みま
した。一方、投資的経費の抑制や事業の見直しなどにより、県債は１６０億円減の９６５億円、財源不足に
充てるための基金の取り崩し額（財政調整基金等繰入金）は６１億円減の５３億円となりました。
　歳出は、少子高齢化の進展、幼児教育無償化などにより社会保障関係費が前年度と比べて３４億円増の
１，０６９億円と、１０年前の約１．５倍の高い水準となっています。一方、投資的経費は、防災・減災対策
など真に必要な予算をしっかり確保しつつ、Ｇメッセ群馬や八ッ場ダムが完成したことの他、全体として公
共事業を抑制したことから２９６億円減の９７４億円となりました。
　重点施策として位置付けられている新規事業など、主なものをお知らせします。

「改革＋創造予算」「新群馬創生始動予算」 
2年度予算の概要

災害に強く、安心な暮らしと安定した経済活動の実現

群馬県の魅力とブランド、ライフスタイルの構築と発信

児童虐待への対応強化� ９，０４４万円

ぐんまちゃんのブランド力強化� １億２, ５１８万円

医師確保に向けた取り組み� ４億４,９２４万円

観光誘客・インバウンド推進� １億 5, ４２７万円

　災害に強く持続可能な社会を構築するとともに県民の幸福度を
向上させるため、以下の事業などを実施します。
・ぐんま再生可能エネルギープロジェクトの推進 2 億 2,326 万円
　地域における自立・分散型エネルギーシステムの構築検証、水素
の利活用推進
・水力発電所の整備など 2 億 5,223 万円
・プラスチックごみ・食品ロス削減に係る普及啓発 395 万円
・フードバンク・子ども食堂の支援 426 万円

「ぐんま５つのゼロ宣言」の実現に向けた環境問題へ
の取り組み

多文化共生・共創「群馬モデル」推進

ハード・ソフト両面での防災・減災対策の集中的な実施
� ３４３億６, ４００万円

トップ外交の展開� ７, ９９６万円

　健康寿命の延伸に向け、健康ポイントの導入検討や「元気に動
こう・歩こうプロジェクト」の普及などに取り組みます。

健康寿命の延伸� ６６２万円

フィルムコミッション活動支援� ６００万円

ぐんま暮
ぐ
らしブランド化推進� ５,3３１万円

重点施策 １

重点施策２

群馬県のマスコット
「ぐんまちゃん」

東部児童相談所外観
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４月１日から県の組織が変わりました

新型コロナウイルス感染症について

主な改正
○知事戦略部を新設
　「新・群馬」の創造に向けた取り組みの司令塔として、政策立案や情報発信などを担う
○地域創生部を新設
　「ぐんま暮

ぐ

らし」のブランド化、文化・スポーツによる活力ある地域づくりを推進
○生活こども部を新設
　児童虐待対策とＤＶ対策との連携強化など、安全で質の高い県民生活・子育て環境を実現
※企画部、生活文化スポーツ部、こども未来部は廃止
○環境部門を強化（森林環境部から環境森林部へ改組。森林局を新設し、環境局は廃止）
　地球温暖化対策、災害に備えたエネルギー政策、循環型社会の構築を強力に推進
○産業経済部に戦略セールス局を新設（コンベンション推進局、観光局は廃止）
　経済活性化の起爆剤となる新たなコンテンツを発掘・育成し、戦略的に売り込む
※部局内の課・室などの組織改正と併せて県庁舎内の執務室の配置変更を実施しま
した。詳しくはＨをご確認ください
問　県庁総務部総務課（☎０２７－２２６－２０２９）

※ＦＡＸでの相談は県庁保健予防課（Ｆ０２７－２２３－７９５０）まで問　県庁保健予防課（☎０２７－２２６－３３７１）　

3月19日現在の情報です。掲載しているイベントは、状況により中止または延期となる可能性があります。
必ず事前にＨをご覧いただくか、お問い合わせください

　「新・群馬」の創造に向け、県民の幸福度の向上と新たなプライドの醸成を図り、群馬県を
さらに輝かせるための政策を強力に推進するため、組織改正を行いました。 総務部

元年度 ２年度

企画部

生活文化スポーツ部
（スポーツ局）

こども未来部

健康福祉部

森林環境部
（環境局）

農政部

産業経済部
（コンベンション推進局）
（観光局）

県土整備部 県土整備部

会計局 会計局

知事戦略部

総務部

地域創生部
（スポーツ局）

生活こども部

健康福祉部

環境森林部
（森林局）

農政部

産業経済部
（戦略セールス局）

新型コロナウイルスに関する企業からの相談窓口
　県では、県内企業が抱える新型コロナウイルス感染症に起因する課題
に対応するため「感染症対策県内企業ワンストップセンター」を設置
し、相談を受け付けています。
日

・月～金曜日　午前８時30分～午後５時15分
・土・日曜日、祝日　午前10時～午後４時
内　資金繰り、雇用、受発注取引、技術開発、職業訓練などに関する事
業者や従業員からの相談など
￥　無料
相談方法 　☎、ＦまたはＥ。連絡先と相談内容をお知らせください
相談先 　感染症対策県内企業ワンストップセンター（県庁産業政策課
内　☎０２７－２２６－２７３１　Ｆ０２７－２２３－５４７０
Ｅsangyo@pref.gunma.lg.jp）
問　県庁産業政策課（☎０２７－２２６－３３１４）

感染症にかからないためには
　感染を防ぐためには、石けんを使った手洗いやせきエチケットを徹底するとともに、発熱などの風邪の症状がある場合には外出を控えるなど、
一人一人ができる対策を行うことが大切です。特に高齢の人や持病のある人は、人混みを可能な限り避けるなど感染に注意してください。
感染症が疑われるときは
　下記のいずれかの症状がある人は、相談窓口に電話でご相談ください

花と緑のぐんまづくりin藤岡
日　4月25日（土）～５月24日（日）
所　・メイン会場　ふじの咲く丘（藤岡市藤岡）
　　・�サテライト会場　ららん藤岡（藤岡市中）、中央公園（藤岡市藤

岡）、鬼石中心市街地（藤岡市鬼石）など
内　「みんなが主役　笑顔を咲かせる花のまち“ふじおか”」をテーマ
とし、街中や施設を花や緑で美しく飾ります。また「花緑体験教室」や

「花と緑のコンテスト」なども実施します
￥　無料
※一部、費用がかかるものや事前申し込みが必要なも
のがあります。詳しくは、チラシや花と緑のぐんまづ
くり推進協議会ホームページ（Ｈ参照）をご覧ください
問　県庁都市計画課（☎０２７－２２６－３５４３）
　　藤岡市都市施設課（☎０２７４－４０－２３３２）

～ふるさとキラキラフェスティバル～

相談窓口 電話番号 受け付け曜日・時間
新型コロナウイルス
感染症コールセンター 0570－082－820 午前9時～午後9時

前橋市保健所
027－220－1151 月～金曜日

午前8時30分～午後5時15分
027－224－1111 夜間、土・日曜日、祝日

高崎市保健所
027－381－6112 月～金曜日

午前8時30分～午後9時
027－381－6123 夜間、土・日曜日、祝日

症
状

症
状
と
症
状
の
程
度

強いだるさ（けん怠感）　　 息苦しさ（呼吸困難）

一般の人
４日以上続いている

高齢者 妊婦持病のある人

２日程度続いている

風邪の症状　　　　　　　　 ３７.５℃以上の発熱

次の症状がある人は直ちに相談してください

INFORMATIONインフォメーション  HP  
○問い合わせの際は、番号を間違えないようにお願いします
○        はぐんま広報ホームページ版（https://www.pref.gunma.jp/
    cate_list/ct00001205.html）をご覧ください
○ファクスによる問い合わせは、県庁メディアプロモーション課（027-243-3600）へ

凡　例 日 日程・時間　　 所 場所　　 内 内容休 休館日　　
￥ 費用　　対 対象・資格　　  他 その他　　申 申込先

問 問い合わせ先　　定 定員（先 先着　抽 抽選　選  選考）
受 受付・申込期間（必 必着　消 消印有効）

申し込み方法など
直 直接・持参　　郵 郵送　　☎  電話　　 E  E メール　　 F  ファクス
〒 郵便番号　　 フ フリーダイヤル
シ  電子申請受付システム（https://s-kantan.jp/pref-gunma-u/）



https://www.pref.gunma.jp/cate_list/ct00001205.html
はぐんま広報ホームページ版をご覧くださいHP
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お
知
ら
せ

特
別
弔
慰
金
の
請
求
受
け
付
け

が
始
ま
り
ま
し
た

　
先
の
大
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た
軍
人
軍
属

な
ど
の
遺
族
の
人
に
、
国
よ
り
特
別
弔
慰

金
を
支
給
し
ま
す
。

内　
額
面
25
万
円
、
５
年
償
還
の
記
名
国
債

対　
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
遺
族

で
、
令
和
２
年
４
月
１
日
現
在
、
公
務
扶

助
料
や
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け
取
る
人
が

い
な
い
場
合
に
、
次
の
順
序
に
よ
る
先
順

位
の
遺
族
１
人

①
２
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病
者
戦
没

者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給

権
を
取
得
し
た
人

②
戦
没
者
な
ど
の
子

③
戦
没
者
の
死
亡
当
時
に
生
計
を
共
に
し

て
い
た
父
母
、孫
、祖
父
母
、兄
弟
姉
妹
（
婚

姻
や
養
子
縁
組
に
よ
り
、
２
年
４
月
１
日

現
在
で
氏
が
変
わ
っ
て
い
る
人
は
除
く
）

④
３
以
外
の
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄
弟

姉
妹

⑤
１
～
４
以
外
の
三
親
等
内
の
親
族
（
戦

没
者
な
ど
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１
年

以
上
生
計
を
共
に
し
て
い
た
人
に
限
る
）

受　
５
年
３
月
31
日
ま
で

申　
住
所
地
の
市
役
所
・
町
村
役
場

問　
県
庁
国
保
援
護
課
（
☎
０
２
７
・
２

２
６
・
２
６
８
１
）

「
Ｈハ

ニ

Ａ
Ｎ
Ｉ
ー
本
」を
販
売
し
ま
す

　
「
埴は

に
わ輪
県
群
馬
」
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た

め
、
本
県
で
出
土
し
た
質
の
高
い
埴
輪
を

紹
介
し
た
本
を
作
成
し
ま
し
た
。

発
売
日　
４
月
17
日
㈮

販
売
場
所　
県
庁
県
民
セ
ン
タ
ー
、
ぐ
ん

ま
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
「
ぐ
ん
ま
ち
ゃ
ん

家ち

」
（
東
京
都
中
央
区
銀
座
）
他

内　
群
馬
の
い
ち
推
し
埴
輪
２
０
０
体
を

紹
介
。
小
学
校
高
学
年
の
子
ど
も
に
も
分

か
り
や
す
い
易
し
い
内
容
で
、
埴
輪
に
つ

い
て
楽
し
く
学
べ
ま
す

￥　
９
９
０
円
（
税
込
み
）

問　
県
庁
文
化
振
興
課
（
☎
０
２
７
・
２

２
６
・
２
５
２
５
）

年
度
初
め
に
お
け
る
若
者
の
Ａ
Ｖ

出
演
強
要
等
犯
罪
被
害
の
防
止

　
春
は
進
学
や
進
級
、
就
職
な
ど
若
者
を

取
り
巻
く
生
活
環
境
が
大
き
く
変
化
し
ま

す
。
気
持
ち
も
開
放
的
に
な
り
や
す
い
こ

の
時
季
は
、街
角
で
声
を
掛
け
ら
れ
た
り
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
誘
わ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
、
ア
ダ
ル
ト
ビ
デ
オ
（
Ａ
Ｖ
）
の
出

演
や
女
子
高
校
生
の
男
性
向
け
接
客
サ
ー

ビ
ス
（
Ｊ
Ｋ
ビ
ジ
ネ
ス
）
を
強
要
さ
れ
る

被
害
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
持
ち
掛
け
ら
れ
た
話
を
信
じ
て
契
約
を

結
ぶ
こ
と
は
、
と
て
も
危
険
で
す
。
被
害

に
遭
わ
な
い
よ
う
十
分
注
意
し
、
も
し
契

約
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
最
寄
り
の
警
察
署

ま
た
は
県
警
察
本
部
女
性
相
談
者
専
用
電

話
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

日　
月
～
金
曜
日　
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分

相
談
先　
女
性
相
談
者
専
用
電
話
（
☎
０

２
７
・
２
２
４
・
４
３
５
６
）

問　
県
警
察
本
部
生
活
環
境
課
（
☎
０
２

７
・
２
４
３
・
０
１
１
０　
内
線
３
３
６
４
）

防
ご
う
山
火
事
！　
～
緑
の
森

林
を
守
る
た
め
に
～

山
火
事
の
特
徴　
山
火
事
は
消
火
が
難
し

い
た
め
、
い
っ
た
ん
発
生
す
る
と
、
大
き

な
被
害
を
も
た
ら
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
焼
け
て
し
ま
っ
た
森
林
を
元
の
姿
に

戻
し
、
森
林
の
持
つ
公
益
的
機
能
を
回
復

さ
せ
る
ま
で
に
は
、
多
く
の
時
間
と
費
用

が
必
要
で
す

山
火
事
の
原
因　
人
為
的
な
原
因
に
よ
る

出
火
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
近
年
は
、
家
の

庭
や
田
畑
の
周
り
で
の
た
き
火
か
ら
、
山

林
に
燃
え
広
が
る
事
例
な
ど
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す

県
の
取
り
組
み　
例
年
、
山
火
事
が
多
発

す
る
時
季
で
あ
る
３
月
１
日
～
５
月
31
日

を
「
山
火
事
予
防
運
動
期
間
」
と
し
、
パ

ト
ロ
ー
ル
な
ど
予
防
対
策
を
強
化
し
て
い

ま
す
。

　
私
た
ち
一
人
一
人
が
気
を
付
け
る
こ
と

で
山
火
事
の
発
生
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
山
火
事
の
予
防
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

山
火
事
を
防
ぐ
に
は　
特
に
次
の
こ
と
に

気
を
付
け
ま
し
ょ
う

・
枯
れ
草
の
近
く
な
ど
、
周
囲
に
燃
え
広

が
る
恐
れ
の
あ
る
場
所
で
は
、
た
き
火
を

し
な
い

・
風
の
強
い
時
や
乾
燥
注
意
報
発
令
時

は
、
火
の
取
り
扱
い
に
十
分
注
意
し
、
た

き
火
を
し
な
い

・
火
気
を
使
用
し
て
い
る
時
は
そ
の
場
を

離
れ
ず
、
使
用
後
は
確
実
に
消
火
す
る

・
た
ば
こ
の
吸
い
殻
は
必
ず
火
が
消
え
た

こ
と
を
確
認
し
、
投
げ
捨
て
な
い

・
山
火
事
を
見
つ
け
た
ら
、
速
や
か
に
１

１
９
番
通
報
し
、
安
全
な
場
所
に
避
難
す
る

問　
県
庁
林
政
課
（
☎
０
２
７
・
２
２
６

・
３
２
２
１
）

サ
ク
ラ
が
な
く
な
る
!?　

ク
ビ

ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
に
警
戒
を
！

　
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
は
サ
ク
ラ
や

ウ
メ
、
モ
モ
な
ど
に
寄
生
し
、
幼
虫
が
木

の
中
を
食
い
荒
ら
す
外
来
昆
虫
で
す
。
県

内
で
は
サ
ク
ラ
を
中
心
に
３
５
０
０
本
を

超
え
る
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
被
害
が
進
行
す
る
と
木
が
枯
れ
て
し
ま

う
た
め
、
観
光
や
農
業
に
深
刻
な
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
枯
木
の
落
枝
や

倒
木
に
よ
り
、
け
が
や
建
物
被
害
が
発
生

す
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

　
被
害
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
サ
ク
ラ
な

ど
の
幹
や
根
元
に
大
量
の
フ
ラ
ス
（
幼
虫

の
フ
ン
と
木
く
ず
が
混
ざ
っ
た
排
出
物
）

を
見
つ
け
た
場
合
は
、
最
寄
り
の
市
役
所

・
町
村
役
場
の
自
然
保
護
担
当
課
へ
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

問　
県
庁
自
然
環
境
課
（
☎
０
２
７
・
２

２
６
・
２
８
７
２
）

クビアカツヤカミキリの成虫（実物大）とフラス

ご
利
用
く
だ
さ
い

県
公
式
ア
プ
リ
「
ぐ
ん
ま
寺
社

巡
り
」

　
県
で
は
、
歴
史
的
な
寺
社
建
築
や
関
連

す
る
施
設
を
巡
り
な
が
ら
、
そ
の
魅
力
を

感
じ
て
も
ら
う
た
め
の
ア
プ
リ
「
ぐ
ん
ま

寺
社
巡
り
」
を
公
開
し
ま
し
た
。

内・
エ
リ
ア
や
ジ
ャ
ン
ル
、
時
代
別
な
ど
の

絞
り
込
み
検
索
や
、
現
在
地
周
辺
か
ら
の

地
図
検
索
機
能

・
神
社
仏
閣
に
関
す
る
「
ク
イ
ズ
チ
ャ
レ

ン
ジ
」
や
、
イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ス
を
巡
る

「
周
遊
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

￥　
無
料

※
ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
に
は
通
信
料

が
か
か
り
ま
す

入
手
方
法　
「A

ア
ッ
プ

pp S
ス

ト

ア

tore

」
ま
た
は

「G

グ

ー

グ

ル

oogle P

プ

レ

イ

lay｣
か
ら
ア
プ
リ
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い

問　
県
庁
文
化
財
保
護
課
（
☎
０
２
７
・

２
２
６
・
４
６
８
４
）

募
　
集

県
営
住
宅
４
月
定
期
募
集

入
居
可
能
日　
７
月
１
日
㈬

入
居
資
格　
現
在
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

※
そ
の
他
収
入
制
限
な
ど
が
あ
り
ま
す

※
４
月
１
日
か
ら
連
帯
保
証
人
な
し
で
入

居
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
詳
し
く
は
募

集
案
内
ま
た
は
県
住
宅
供
給
公
社
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
Ｈ
参
照
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い

受　
４
月
18
日
㈯
ま
で

申
し
込
み
方
法　
所
定
の
申
込
用
紙

申
込
用
紙
・
募
集
案
内
配
布
場
所　
県
住

宅
供
給
公
社
（
前
橋
市
紅
雲
町
）
、
県
庁

県
民
セ
ン
タ
ー
、
県
土
木
事
務
所
、
県
保

健
福
祉
事
務
所
、
市
役
所
・
町
村
役
場
な
ど

※
県
住
宅
供
給
公
社
で
は
、
土
・
日
曜
日

も
配
布
し
ま
す

他　
入
居
者
は
公
開
抽
選
で
選
定
し
ま
す

※
一
部
の
団
地
は
、
随
時
申
し
込
み
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

問　
県
住
宅
供
給
公
社
（
☎
０
２
７
・
２

２
３
・
５
８
１
１
）

点
訳
・
音
訳
奉
仕
員
養
成
講
座

受
講
生

　
視
覚
障
害
者
の
た
め
の
点
字
図
書
（
資

料
）
や
録
音
図
書
（
資
料
）
な
ど
を
製
作

す
る
奉
仕
員
の
養
成
講
座
で
す
。

【
点
訳
奉
仕
員
】

日　・
入
門
編　
５
月
12
日
㈫
・
19
日
㈫　
午

後
１
時
～
３
時
30
分
、
27
日
㈬　
午
前
10

時
～
正
午

・
基
礎
編　
６
月
３
日
～
９
月
30
日
の
水

曜
日
（
全
16
回
）　
午
前
10
時
～
正
午

・
応
用
編　
10
月
７
日
㈬
～
３
年
２
月
３

日
㈬　
午
前
10
時
～
正
午

※
応
用
編
は
Ｅ
に
よ
る
通
信
添
削
の
た
め

不
定
期

※
入
門
編
の
み
の
受
講
も
可
能
で
す

￥　
入
門
編
＝
無
料
、
基
礎
編
＝
７
７
０

円
、応
用
編
＝
１
５
４
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

【
音
訳
奉
仕
員
】

日・
基
礎
編　
５
月
12
日
～
８
月
18
日
の
火

曜
日
（
全
14
回
）
（
８
月
11
日
は
除

く
）　
午
後
１
時
～
３
時
30
分

・
応
用
編　
８
月
26
日
㈬
、
９
月
１
日
～

10
月
27
日
の
隔
週
火
曜
日
（
全
６
回
）　

午
後
１
時
～
３
時
30
分
（
８
月
26
日
の
み

終
日
）

・
実
践
編
（
全
５
回
）　
11
月
～
３
年
３
月

の
第
３
火
曜
日　
午
後
１
時
～
３
時
30
分

￥　
基
礎
編
＝
８
8
０
円
、
応
用
編
＝
８

３
８
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

【
共
通
事
項
】

所　
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
（
前
橋

市
新
前
橋
町
）
他

対　
県
内
に
在
住
し
、
原
則
と
し
て
全
日

参
加
可
能
で
、
講
座
修
了
後
、
県
立
点
字

図
書
館
の
点
訳
（
音
訳
）
奉
仕
員
の
活
動

が
で
き
る
人

定　
20
人
程
度
先

受　
４
月
20
日
㈪
ま
で

申
し
込
み
方
法　
所
定
の
申
込
用
紙

申
込
用
紙
配
布
場
所　
県
立
点
字
図
書
館

（
前
橋
市
新
前
橋
町
）

※
県
立
点
字
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ

参
照
）
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

問　
県
立
点
字
図
書
館
（
☎
０
２
７
・
２

５
５
・
６
５
６
７
）

試
　
験

県
職
員
採
用
選
考
考
査（
看
護
師
）

日　
６
月
６
日
㈯
、
７
日
㈰
、
８
日
㈪
の

1
日
ま
た
は
2
日
間

合
格
発
表
日　
７
月
8
日
㈬
（
予
定
）

所　
県
庁
（
前
橋
市
大
手
町
）

採
用
予
定
日　
３
年
４
月
１
日
㈭

視覚に障害がある人のために「ぐんま広報」の点字版、テープ版およびCD版（デイジー）を発行しています。希望する人は、県庁メディアプロモーション課（☎027-226-2162）まで 
お問い合わせください

App Store 

Google Play
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販売場所：県庁県民センター、県内取扱書店

  県庁メディアプロモーション課  027-226-2162

県からの最新情報をお届けしています！ 県では下記広報媒体などで、県政情報の他、イベントや観光情報、防災・災害情報など、皆さんの暮
らしに役立つ情報を発信しています。また知事の日々の活動を県庁メディアプロモーション課公式
Twitter や Facebook などで配信しています。ぜひご覧ください

月～木曜日 午後５時50分
ぐんま情報トッピング

FM GUNMA

イチバン

     毎週金曜日 午後７時30分 
（再放送）日曜日 午前９時30分

群馬の宣伝部長ぐんまちゃん、宣伝部員のタイムマシーン３号と女性部員が県
内各地を巡り、知る人ぞ知る地域の魅力を、群馬県の魅力として県内外に紹介
します

Twitter 

LINEFacebook

４月10日㈮
発売予定
定価３６7円
　　　 (税込み）

フェイスブック ライン

ツイッター

４月 3日／富岡市
４月10日／昭和村・沼田市・川場村①
４月17日／昭和村・沼田市・川場村②

県政の話題

写真で見る県政のあゆみ

東部児童相談所移転

ぐんま名山探訪（吾妻耶山）、ぐんま湯けむり浪漫（尻焼温泉）、
おさんぽ日和（富岡市中心エリア）など

その他

特　集

県庁メディア
プロモーション課

公式 SNS

APR

※最終号

 期　日 　５月23日（土）　 開演時刻 　午後６時45分（６時開場）
 会　場 　高崎芸術劇場（高崎市栄町）
 内　容 　指揮 ： 飯

いいもり
森範

のりちか
親、ピアノ ： 三

み は ら
原未

み さ こ
紗子

曲目 ： ベートーベン／ピアノ協奏曲 第1番 ハ長調 作品15 、マーラー／交
響曲 第5番 嬰ハ短調
 入 場 料 　ＳS席＝6，５００円、Ｓ席＝５，５００円、Ａ席＝５，０００円、
　　　　　  Ｂ席＝４，０００円、 Ｃ席＝３，０００円
 入場券販売場所 　群馬音楽センター（高崎市高松町）、チケットぴあ、群
馬交響楽団事務局（高崎市栄町）など 
問 群馬交響楽団事務局
　 ☎ 027-322-4316　Ｈ http://www.gunkyo.com/ 

群馬交響楽団定期演奏会情報

 会　場 　正田醤油スタジアム群馬（前橋市敷島町）
 入場料 　指定席＝3,300円　※自由席は席種などにより異なり
ます。詳しくはお問い合わせください
 入場券販売場所 　ベイシアワールドスポーツ西部モール店（伊勢崎
市宮子町）・前橋みなみモール店（前橋市新堀町）など
問 ザスパ 　 
    ☎ 027-225-2350　 Ｈ https://www.thespa.co.jp/ 

 

日程 開始時刻 対戦相手
４月１７日（金） 午後７時 ツエーゲン金沢
４月２９日（水） 午後３時 ギラヴァンツ北九州
５月　２日（土） 午後３時 栃木SC

ザスパクサツ群馬試合情報

 クロスワードパズルの正解者の中から抽選で、ザスパクサツ群馬（６月６日水戸ホーリーホック戦）、群馬ダイヤモンドペガサス（今シーズンホームゲーム
共通）、群馬交響楽団定期演奏会（５月23日）のチケット（２枚組み）をそれぞれ５人にプレゼントします。詳しくは８ページをご覧ください

群馬ダイヤモンドペガサス試合情報

 入場料 　全席自由（当日券だけ）　一般＝１，５００円、
　　　　　小・中学生＝５００円　※小学生未満は無料
問 群馬ダイヤモンドペガサス
　 ☎ 027-386-6088 　   Ｈ http://d-pegasus.com/

日程 開始時刻 会場 対戦相手
４月11日（土）

午後１時
高崎城南野球場

福島レッドホープス
４月12日（日） 神奈川フューチャードリームス
４月18日（土） 伊勢崎市野球場 栃木ゴールデンブレーブス
４月21日（火） 午後４時

高崎城南野球場
信濃グランセローズ

４月22日（水） 未定 新潟アルビレックス
４月28日（火） 午後４時 オセアン滋賀ブラックス
５月３日（日） 午後１時 伊勢崎市野球場 茨城アストロプラネッツ

（6）ぐんま広報　令和2年 4月 5日発行

対次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

・
昭
和
60
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

・
看
護
師
免
許
を
取
得
し
て
い
る
、ま
た
は

令
和
２
年
度
に
実
施
さ
れ
る
国
家
試
験
に

よ
り
看
護
師
免
許
の
取
得
が
見
込
ま
れ
る

出
願
期
間　
４
月
16
日
㈭
～
５
月
15
日
㈮
消

出
願
方
法　
所
定
の
出
願
用
紙

受
験
案
内
・
出
願
用
紙
配
布
場
所　
県
庁

県
民
セ
ン
タ
ー
、県
人
事
委
員
会
事
務
局
、

県
行
政
県
税
事
務
所
、
県
保
健
福
祉
事
務

所
、
県
東
京
事
務
所
（
東
京
都
千
代
田
区

平
河
町
）、
ぐ
ん
ま
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー

「
ぐ
ん
ま
ち
ゃ
ん
家ち

」（
東
京
都
中
央
区
銀

座
）、
県
立
病
院
、
県
庁
病
院
局
総
務
課

※
郵
送
を
希
望
す
る
人
は
、
１
４
０
円
分

の
切
手
を
貼
っ
た
宛
先
明
記
の
封
筒
（
Ａ

４
サ
イ
ズ
の
書
類
が
入
る
も
の
）
を
同
封

し
て
請
求
し
て
く
だ
さ
い

※
詳
し
く
は
Ｈ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

受
験
案
内
・
出
願
用
紙
請
求
先
・
問　
県

庁
病
院
局
総
務
課
（
〒
３
７
１
―
８
５
７

０　
☎
０
２
７
・
２
２
６
・
２
７
１
７
）

公
立
学
校
教
員
採
用
試
験

第
１
次
試
験　
7
月
12
日
㈰

第
１
次
試
験
合
格
発
表
日　
８
月
上
旬

第
２
次
試
験　
８
月
下
旬
～
９
月
上
旬

最
終
合
格
発
表
日　
10
月
上
旬

職
種　
公
立
の
小
・
中
学
校
、
高
等
学

校
、
特
別
支
援
学
校
の
教
員
、
養
護
教
員

受
験
資
格　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

・
昭
和
36
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

・
教
員
は
教
員
免
許
、
養
護
教
員
は
養
護

教
諭
免
許
を
持
っ
て
い
る
、
ま
た
は
３
年

３
月
31
日
ま
で
に
取
得
見
込
み
で
あ
る

※
出
願
区
分
な
ど
詳
し
く
は
、
募
集
要
項

を
ご
覧
く
だ
さ
い

出
願
期
間　
4
月
24
日
㈮
～
5
月
20
日
㈬

出
願
方
法　
所
定
の
出
願
用
紙

募
集
要
項
・
出
願
用
紙
配
布
場
所　
県
庁

県
民
セ
ン
タ
ー
、
県
行
政
県
税
事
務
所
、

県
教
育
事
務
所
、
県
東
京
事
務
所
（
東
京

都
千
代
田
区
平
河
町
）
、
ぐ
ん
ま
総
合
情

報
セ
ン
タ
ー
「
ぐ
ん
ま
ち
ゃ
ん
家ち

」（
東
京

都
中
央
区
銀
座
）、
ぐ
ん
ま
暮ぐ

ら
し
支
援

セ
ン
タ
ー（
東
京
都
千
代
田
区
有
楽
町
）、

県
大
阪
事
務
所
（
大
阪
府
大
阪
市
北
区
）

問　
県
庁
学
校
人
事
課

・
小
・
中
学
校
の
教
員
、
養
護
教
員
…
☎

０
２
７
・
２
２
６
・
４
５
９
３

・
高
等
学
校
、
特
別
支
援
学
校
の
教
員
…

☎
０
２
７
・
２
２
６
・
４
５
９
７

県
職
員
採
用
試
験
説
明
会

　
２
年
度
の
県
職
員
採
用
Ⅰ
・
Ⅱ
類
試
験

お
よ
び
選
考
考
査
の
受
験
予
定
者
を
対
象

と
し
た
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

【
県
庁
会
場
】

日　
４
月
27
日
㈪　
午
前
９
時
30
分
～
11

時
30
分
、
午
後
2
時
～
4
時
（
予
定
）

所　
県
庁
（
前
橋
市
大
手
町
）

定　
各
１
４
０
人
先

【
東
京
会
場
】

日　
４
月
28
日
㈫　
午
前
10
時
～
正
午
、

午
後
2
時
～
4
時
（
予
定
）

所　
都
道
府
県
会
館
（
東
京
都
千
代
田
区

平
河
町
）

定　
各
80
人
先

【
共
通
事
項
】

内　
採
用
試
験
の
概
要
説
明
、
受
験
案
内

の
配
布
、
記
載
方
法
の
説
明
、
質
疑
応
答

な
ど

※
午
前
・
午
後
と
も
同
じ

対　
２
年
度
の
県
職
員
採
用
Ⅰ
・
Ⅱ
類
試

験
お
よ
び
選
考
考
査
の
受
験
予
定
者

￥　
無
料

受　
４
月
19
日
㈰
ま
で

申
し
込
み
方
法　
シ

問　
県
人
事
委
員
会
事
務
局
（
☎
０
２
７

・
２
２
６
・
２
７
４
５
）

催
　
し

県
花
品
評
会
（
春
季
）

　
県
内
の
花
き
生
産
者
が
丹
精
込
め
て
生

産
し
た
バ
ラ
や
ア
ジ
サ
イ
（
鉢
）
な
ど
の

花
の
品
評
会
で
す
。
生
産
者
に
よ
る
直
売

も
あ
り
ま
す
。
（
販
売
品
は
売
り
切
れ
次

第
終
了
と
な
り
ま
す
）

日　・
４
月
22
日
㈬
…
午
後
３
時
～
５
時

・
23
日
㈭
…
午
前
９
時
～
午
後
２
時

内・
生
産
者
に
よ
る
直
売
…
11
時
か
ら
商
品

終
了
ま
で

・
出
品
物
の
即
売
…
23
日
の
２
時
か
ら
商

品
終
了
ま
で

所　
県
庁
（
前
橋
市
大
手
町
）

￥　
無
料

他　
購
入
を
希
望
す
る
人
は
早
め
に
お
越

し
く
だ
さ
い

問　
県
庁
蚕
糸
園
芸
課
（
☎
０
２
７
・
２

２
６
・
３
１
２
６ 

）

昨年の品評会の様子

群
馬
Ｄ
Ｃ
期
間
限
定
　
道
の
駅

山
盛
り
グ
ル
メ
ラ
リ
ー

日　
６
月
30
日
㈫
ま
で

内　
期
間
中
、
対
象
の
道
の
駅
で
山
盛
り

グ
ル
メ
を
食
べ
る
と
１
施
設
に
つ
き
一
つ

シ
ー
ル
が
も
ら
え
ま
す
。
三
つ
シ
ー
ル
を

集
め
て
応
募
す
る
と
、
抽
選
で
40
人
に
各

道
の
駅
賞
が
当
た
り
ま
す

グ
ル
メ
ラ
リ
ー
参
加
施
設　
道
の
駅
ら
ら

ん
藤
岡
（
藤
岡
市
中
）、
道
の
駅
上
州
お

に
し
（
藤
岡
市
譲
原
）、道
の
駅
上
野
（
上

野
村
勝
山
）、
道
の
駅
万
葉
の
里
（
神
流

町
黒
田
）、
道
の
駅
み
ょ
う
ぎ
（
富
岡
市

妙
義
町
）、
道
の
駅
し
も
に
た
（
下
仁
田

町
馬
山
）、道
の
駅
甘
楽
（
甘
楽
町
小
幡
）、

道
の
駅
オ
ア
シ
ス
な
ん
も
く（
南
牧
村
千
原
）

受　
６
月
30
日
㈫
ま
で

応
募
方
法　
所
定
の
応
募
用
紙

応
募
用
紙
配
布
場
所　
県
藤
岡
行
政
県
税

事
務
所
、
グ
ル
メ
ラ
リ
ー
参
加
施
設

問　
県
藤
岡
行
政
県
税
事
務
所
（
☎
０
２

７
４
・
２
２
・
５
１
０
１
）

道の駅上州おにし
「山盛りぶっかけそば」

世
界
遺
産
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　
県
で
は
、
世
界
遺
産
や
日
本
遺
産
を
含

め
た「
ぐ
ん
ま
絹
遺
産
」を
気
軽
に
巡
り
、

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
用
の
ア
プ
リ
「
き

ぬ
め
ぐ
り
」
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
ア
プ
リ
を
活
用
し
て
5
カ
所
全
て
の
周

遊
場
所
の
ス
タ
ン
プ
を
集
め
、
世
界
遺
産

セ
ン
タ
ー
で
提
示
す
る
と
、
先
着
で
記
念

品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日　
６
月
30
日
㈫
ま
で

周
遊
場
所　
世
界
遺
産
構
成
４
資
産
（
富

岡
製
糸
場
、田
島
弥
平
旧
宅
、高
山
社
跡
、

荒
船
風
穴
）、
県
立
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

（
セ
カ
イ
ト
）

￥　
無
料

※
ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
に
は
通
信
料

が
か
か
り
ま
す

入
手
方
法　
「A

ア
ッ
プ

pp S

ス

ト

ア

tore

」
ま
た
は

「G
グ

ー

グ

ル

oogle P

プ

レ

イ

lay｣

か
ら
ア
プ
リ
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い

問　
県
庁
文
化
振
興
課
（
☎
０
２
７
・
２

２
６
・
２
３
２
６
）

App Store

Google Play



Ｆフ

ァ

イ

ン

ド

Ｉ
Ｎ
Ｄ 

Ｇグ

ン

マ

Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ａ
コ
ン
テ
ス
ト
受
賞
作
品

　
「
見
つ
け
て
！
教
え
て
！
ぐ
ん
ま
の
魅
力
」
を
テ
ー
マ
に
、
昨
年
募
集
を
行
っ

た
コ
ン
テ
ス
ト
の
川
柳
部
門
（
応
募
作
品
数
２
８
２
５
点
）
の
受
賞
作
品
を
紹
介

し
ま
す
。
句
か
ら
に
じ
み
出
る
ふ
る
さ
と
群
馬
の
情
景
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

動画部門の受賞作品
はＨをご欄ください。

https://www.pref.gunma.jp/cate_list/ct00001205.html
はぐんま広報ホームページ版をご覧くださいHP
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美
術
館
・
博
物
館

な
ど
の
催
し

＊
印
の
施
設
で
は
、
障
害
者
手
帳
な
ど
を

お
持
ち
の
方
と
そ
の
介
護
者 （
１
人
）
は

無
料
で
す
。
証
明
で
き
る
も
の
を
お
持
ち

く
だ
さ
い　
　

カ
ネ
コ
種
苗
ぐ
ん
ま
フ
ラ
ワ
ー

パ
ー
ク
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
見

頃
を
迎
え
ま
す
＊

　
早
咲
き
か
ら
遅
咲
き
ま
で
、
色
も
咲
き

方
も
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
約
50
種
16

万
球
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
園
内
を
彩
り
ま

す
。

日　
４
月
30
日
㈭
ま
で　
午
前
９
時
～
午

後
５
時

所　
カ
ネ
コ
種
苗
ぐ
ん
ま
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー

ク
（
前
橋
市
柏
倉
町
）

入
園
料　
一
般
＝
７
2
０
円
、
中
学
生
以

下
＝
無
料

問　
フ
０
１
２
０
・
１
１
８
７
・
３
８

昨年のチューリップフェスタの様子

歴
史
博
物
館
春
の
特
別
展
示「
す

ば
ら
し
き
群
馬
の
は
に
わ
」
＊

　
国
重
要
文
化
財
「
上こ

う
ず
け野
塚
廻
り
古
墳
出

土
埴は

に
わ輪
」
な
ど
、
群
馬
の
古
墳
か
ら
出
土

し
た
美
し
い
造
形
と
優
れ
た
品
質
の
埴
輪

を
堪
能
で
き
ま
す
。

日　
５
月
10
日
㈰
ま
で　
午
前
９
時
30
分

～
午
後
５
時
（
入
館
は
４
時
30
分
ま
で
）

休　
月
曜
日
（
５
月
４
日
を
除
く
）

所　
県
立
歴
史
博
物
館（
高
崎
市
綿
貫
町
）

観
覧
料　
一
般
＝
5
０
０
円
、
大
学
・
高

校
生
＝
2
５
０
円
、
中
学
生
以
下
＝
無
料

問　
☎
０
２
７
・
３
４
６
・
５
５
２
２塚廻り4号墳跪

き
座
ざ
の男子

（国重要文化財）

日
本
絹
の
里
企
画
展
「
若わ

か
つ
き槻
せ

つ
子こ

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
　
錦
舞
う

打
掛
と
キ
モ
ノ
ド
レ
ス
」
＊

　
刺し

繍し
ゅ
う

・
織
り
・
染
色
な
ど
匠
の
手
仕
事

が
凝
縮
さ
れ
た
花
嫁
衣
装
「
打
掛
」
を
展

示
し
ま
す
。
昭
和
時
代
に
贅ぜ

い

を
凝
ら
し
て

作
ら
れ
た
逸
品
や
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
・
若
槻
せ
つ
子
に
よ
る
打
ち
掛

け
を
リ
メ
イ
ク
し
た
「
キ
モ
ノ
ド
レ
ス
」

を
紹
介
し
、
日
本
人
の
美
意
識
と
着
物
文

化
の
魅
力
に
迫
り
ま
す
。

日　
４
月
10
日
㈮
～
５
月
11
日
㈪　
午
前

９
時
30
分
～
午
後
５
時

休　
火
曜
日
（
５
月
５
日
を
除
く
）

所　
県
立
日
本
絹
の
里（
高
崎
市
金
古
町
）

観
覧
料　
一
般
＝
４
０
０
円
、
大
学
・
高

校
生
＝
２
５
０
円
、
中
学
生
以
下
＝
無
料

問　
☎
０
２
７
・
３
６
０
・
６
３
０
０

自
然
史
博
物
館
サ
イ
エ
ン
ス
・

サ
タ
デ
ー
「
ツ
バ
メ
型
グ
ラ
イ

ダ
ー
を
つ
く
ろ
う
」

　
ツ
バ
メ
に
つ
い
て
学
ん
だ
後
、
ツ
バ
メ

の
グ
ラ
イ
ダ
ー
を
作
り
、
中
庭
で
飛
ば
し

ま
す
。

日　
４
月
11
日
、
18
日
、
25
日
（
い
ず
れ

も
土
曜
日
）　
午
後
２
時
～
３
時
（
受
け

付
け
は
１
時
30
分
か
ら
）

所　
県
立
自
然
史
博
物
館（
富
岡
市
上
黒
岩
）

対　
小
学
生
以
上
の
人

※
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
の
付
き
添

い
が
必
要

定　
30
人
先

￥　
無
料

申
し
込
み
方
法　
当
日
、
会
場
に
直

他　
詳
し
く
は
、
県
立
自
然
史
博
物
館
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
参
照
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問　
☎
０
２
７
４
・
６
０
・
１
２
０
０

ツバメ型グライダーを作っている様子

土
屋
文
明
記
念
文
学
館
「
文
学

と
、
草
木
染
と
―
山や

ま
ざ
き崎

斌あ
き
ら

の
こ

こ
ろ
ざ
し
」
＊

　
山
崎
斌
の
文
学
者
と
し
て
の
活
躍
や
、

若わ
か
や
ま
ぼ
く
す
い

山
牧
水
や
島し

ま
ざ
き
と
う
そ
ん

崎
藤
村
ら
と
の
交
流
の

他
、草
の
根
や
木
の
皮
に
よ
る
染
め
を「
草

木
染
」
と
名
付
け
た
こ
と
で
も
有
名
な
山

崎
が
、
生
涯
を
懸
け
て
取
り
組
ん
だ
生
活

文
化
に
関
わ
る
活
動
の
数
々
を
紹
介
し
ま
す
。

　
ま
た
山
崎
の
息
子
で
県
指
定
重
要
無
形

文
化
財
保
持
者
で
あ
る
山や

ま
ざ
き崎
青せ

い
じ
ゅ樹
の
作
品

を
は
じ
め
、
後
代
に
受
け
継
が
れ
る
草
木

染
の
色
彩
の
世
界
も
堪
能
で
き
ま
す
。

日　
４
月
11
日
㈯
～
６
月
７
日
㈰　
午
前

９
時
30
分
～
午
後
５
時
（
受
け
付
け
は
４

時
30
分
ま
で
）

休　
火
曜
日
（
５
月
５
日
を
除
く
）、
５

月
７
日
㈭

所　
県
立
土
屋
文
明
記
念
文
学
館
（
高
崎

市
保
渡
田
町
）

観
覧
料　
一
般
＝
４
１
０
円
、
大
学
・
高

校
生
＝
２
０
０
円
、
中
学
生
以
下
＝
無
料

問　
☎
０
２
７
・
３
７
３
・
７
７
２
１山崎斌編集の

生活文化雑誌「月明」

近
代
美
術
館
企
画
展
「c

キ

ャ

ッ

チ

atch
t

ジ

h
e e

ア

イ

ズ

yes 

ー
目
か
ら
心
へ

ー
」
＊

　
絵
や
彫
刻
と
出
合
っ
た
瞬
間
に
、
目
が

く
ぎ
付
け
に
な
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

色
が
鮮
や
か
だ
っ
た
り
、
と
て
も
大
き
か

っ
た
り
、
小
さ
か
っ
た
り
、
あ
る
い
は
な

ぜ
か
怖
か
っ
た
り
す
る
な
ど
、
そ
の
理
由

は
作
品
や
人
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　
こ
の
展
覧
会
で
は
、
そ
ん
な
「
人
の
目

を
ひ
く
」
作
品
を
、
4
つ
の
理
由
を
テ
ー

マ
に
紹
介
し
ま
す
。　

日　
４
月
18
日
㈯
～
６
月
７
日
㈰　
午
前

９
時
30
分
～
午
後
５
時
（
入
館
は
４
時
30

分
ま
で
）

休　
月
曜
日
（
５
月
４
日
を
除
く
）、
５

月
７
日
㈭　

所　
県
立
近
代
美
術
館（
高
崎
市
綿
貫
町
）

観
覧
料　
一
般
＝
６
２
０
円
、
大
学
・
高

校
生
＝
３
１
０
円
、
中
学
生
以
下
＝
無
料

他　
詳
し
く
は
、
県
立
近
代
美
術
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
参
照
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問　
☎
０
２
７
・
３
４
６
・
５
５
６
０アンリ・マティス「ジャズ」より《運命》　1947年

館
林
美
術
館
企
画
展
示
「
10
の

テ
ー
マ
で
ア
ー
ト
を
つ
な
ぐ
」 ＊

三
み わ

輪途
み ち よ

道《乳母と私 II》2007 年
個人蔵（県立館林美術館寄託）
撮影：早

はやか わ こ う い ち

川宏一

　
あ
る
作
品
に
出
合
っ
た
時
、
過
去
に
見

た
別
の
作
品
と
似
て
い
る
と
感
じ
た
り
、

つ
な
が
り
が
あ
る
と
分
か
っ
た
り
し
た
経

験
は
あ
り
ま
す
か
。

　
こ
の
展
示
で
は
、
当
館
の
多
彩
な
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
を
10
の
テ
ー
マ
の
つ
な
が
り
か

ら
見
て
い
き
ま
す
。 

日　
４
月
18
日
㈯
～
６
月
28
日
㈰　
午
前

９
時
30
分
～
午
後
５
時
（
入
館
は
４
時
30

分
ま
で
）

休　
月
曜
日
（
５
月
４
日
を
除
く
）、
5

月
7
日
㈭

所　
県
立
館
林
美
術
館（
館
林
市
日
向
町
）

観
覧
料　
一
般
＝
６
２
０
円
、
大
学
・
高

校
生
＝
３
１
０
円
、
中
学
生
以
下
＝
無
料

他　
詳
し
く
は
、
県
立
館
林
美
術
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
参
照
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問　
☎
０
２
７
６
・
７
２
・
８
１
８
８

ぐ
ん
ま
天
文
台
「
金
メ
ダ
ル
の

輝
き
？
　
金
星
を
見
よ
う
」
＊

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
に
、
金
色
に
輝

く
金
星
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
３
Ｄ
シ
ア

タ
ー
の
上
映
や
星
空
案
内
も
行
い
ま
す
。

日　
５
月
２
日
㈯
～
６
日
㈬　
午
前
10
時

～
午
後
５
時
（
入
館
は
４
時
30
分
ま
で
）、

午
後
７
時
～
10
時（
入
館
は
９
時
30
分
ま
で
）

所　
県
立
ぐ
ん
ま
天
文
台（
高
山
村
中
山
）

￥　
無
料

※
観
覧
料
が
か
か
り
ま
す

観
覧
料　
一
般
＝
３
０
０
円
、
大
学
・
高

校
生
＝
２
０
０
円
、
中
学
生
以
下
＝
無
料

申
し
込
み
方
法　
当
日
、
会
場
に
直

他　
歩
行
が
困
難
な
人
は
、
当
館
の
駐
車

場
と
会
場
の
間
を
送
迎
し
ま
す
。
駐
車
場

ト
イ
レ
横
の
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い

問　
☎
０
２
７
９
・
７
０
・
５
３
０
０

県民リポーター自薦受け付け中！ 詳しくは県庁メディアプロモーション課まで（ 027-226-2171） 。リポーターの記事は県ホームページ（https://www.pref.gunma.jp/01/b2111261.
html）でご覧になれます

最
優
秀
賞 

水
芭
蕉
瞳
に
摘
ん
で
尾
瀬
ヶ
原 

（
あ
ー
無
精
）

優
秀
賞 

か
ら
っ
風
背
中
押
さ
れ
て
プ
ロ
ポ
ー
ズ 

（
秋
野
菜
）

優
秀
賞 

方
言
の
ぶ
っ
き
ら
ぼ
う
は
風
の
咎と

が 

（
阿
部
昌
夫
）

優
秀
賞 

夢
群
馬
色
鉛
筆
が
踊
る
秋 

（
カ
ワ
サ
ン
）

優
秀
賞 

ひ
と
っ
風
呂
浴
び
に
立
ち
寄
る
上
州
路 

（
ダ
ッ
ク
ス
憤
怒
）

特
別
賞 

大
和
芋
粘
り
強
さ
を
ま
ね
し
た
い 

（
あ
や
子
）

特
別
賞 

嬬
恋
の
キ
ャ
ベ
ツ
を
お
姫
様
抱
っ
こ 

（
伊
藤
正
美
）

特
別
賞 

新
し
い
時
代
を
拓ひ

ら

く
八
ッ
場
ダ
ム 

（
木
村
征
美
）

特
別
賞 

製
糸
場
歴
史
を
カ
イ
コ
さ
せ
ら
れ
る 

（
さ
ご
じ
ょ
う
）

特
別
賞 

ふ
る
さ
と
が
お
っ
き
り
こ
み
の
鍋
で
煮
え 

（
酒
乱
Ｑ
）

特
別
賞 

指
輪
無
理
せ
め
て
湯
釜
の
エ
メ
ラ
ル
ド 

（
ナ
ン
サ
ン
）

特
別
賞 

こ
ん
に
ゃ
く
が
縁
で
婚
約
で
き
ま
し
た 

（
春
爺
）

特
別
賞 

三
県
境
あ
っ
と
い
う
間
に
ひ
と
ま
た
ぎ 

（
茂
木
和
子
）

特
別
賞 

ニ
ッ
ポ
ン
の
ポ
ン
ペ
イ
が
あ
る
群
馬
県 

（
夢
見
太
郎
）

特
別
賞 

四
万
ブ
ル
ー
空
と
木
の
綾
織
る
湖
面  

（
ラ
イ
ラ
ッ
ク
）

百花絵巻
撮影：中

なか む ら

村淳
じゅん

（スタジオKJ）
老松飛鶴相良刺繍
赤セパレート
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名称 日程 会場 内容　 費用 問い合わせ先

岩井親水公園
「桜並木とス
イセン畑」

4月上旬頃
まで

岩井親水公園
（東吾妻町岩井）

東吾妻町は全国でも有数のラッパスイセン
の名所です。畑一面に咲く30万本のスイセ
ンと、１㌔に渡る桜並木のコラボレーション
が見られます

無料
東吾妻町まちづくり推進課
☎0279-26-5608
Ｆ0279-68-4900

華蔵寺公園花
まつり

5月20日
（水）まで

華蔵寺公園
（伊勢崎市華蔵
寺町）

華蔵寺公園はサクラやツツジの名所です。
ゴールデンウイーク中にはひょうたんの絵
付け体験や機織り体験、物産展などのイベ
ントを行います

無料（販売・体験
には別途料金が
かかります）

伊勢崎市文化観光課
☎0270-24-5111
Ｆ0270-21-3352

つつじまつり

4月10日
（金）～
5月15日
（金）

つつじが岡公園
（館林市花山町）

ヤマツツジをはじめ、100品種以上約１万株の
ツツジが咲き誇ります。高さ4㍍を超える巨
木をはじめ、推定樹齢800年に及ぶヤマツツ
ジの巨木群は世界でも類を見ません

一般＝630円、
中学生以下＝無
料

館林市つつじのまち観光課
☎0276-74-5233
Ｆ0276-72-9122

尾瀬の郷かた
しな春の花巡
りスタンプラ
リー

4月中旬～
5月初旬 片品村内

尾瀬で有名なミズバショウをはじめ、大き
なヤマザクラ「天王桜」など、春の花を巡る
スタンプラリーです。参加した人には各所
で記念品を差し上げます

無料
片品村観光協会　
☎0278-58-3222
Ｆ0278-58-3213

鯉のぼりの掲
揚

4月26日
（日）～
5月9日
（土）

こいこいアイラ
ンド会館下河川
敷（神流町万場）

清流と緑豊かな神流町の上空を雄大に泳ぐ
大小800匹のこいのぼりは絶景です。 無料

神流町観光案内所
☎0274-57-3305
Ｆ0274-57-2351
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答え：Ａ～Ｅを順番に並べると？

A B C D E

１ 害虫が植物・紙・衣類などに付かないように
すること。○○○○スプレー

２ 「走る」を表す英語
３ 牧草などを発酵・貯蔵する倉庫
６ 為替相場で、外貨に対して円の価値が高くなっ

ている状態
７ 誉れあること。良い評判を得ること
９ 刺身などに添える野菜や海藻

１ 村を治める長
４ 物の中央の固い部分。鉛筆の○○
５ 居住用の建物
７ 薄緑色のウリ科の果物。マスク○○○
８ 意志を決めること。またその意志
10 夜が最も更けた時。深夜

たてのかぎ

よこのかぎ

応募方法　はがき、ファクス、Ｅメールまたは「ぐんま
電子申請受付システム」。①パズルの答え ②郵便番
号 ③住所  ④氏名（ふりがな） ⑤年齢 ⑥今月のぐん
ま広報へのご意見・ご感想 ⑦希望の賞品名を書
いてください（Ｅメールは件名に「クロスワードパズ
ル４月」と記入してください）
応募先
・ はがき　〒371-8570 メディアプロモーション課
クロスワードパズル係
・ ファクス　027-243-3600
・ Ｅメール　crossword@pref.gunma.lg.jp
・ 電子申請 　https://s-kantan.jp/pref-gunma-u/ 
※右図から読み取れます
応募期限　４月15日（水）消印有効
※ファクス、Ｅメール、電子申請は15日
送信分まで
賞品　次の中から希望のものを一つ明記してください
近代美術館、館林美術館、歴史博物館、自然史博物館、
土屋文明記念文学館、日本絹の里、カネコ種苗ぐんまフ
ラワーパーク、ぐんま天文台、ぐんま昆虫の森、ぐんまち
ゃんトートバッグ、ぐんまちゃんグッズ、ザスパクサツ群馬（６
月６日水戸ホーリーホック戦）、群馬ダイヤモンドペガサス

（今シーズンホームゲーム共通）、群馬交響楽団定期演奏
会（５月23日）
※当選者の発表は、賞品の発送をもって代えさせ
ていただきます

３月号の答えは「セイカリレー（聖火リレー）」でした。応募総数は1,232通でした。
たくさんのご応募・ご意見をありがとうございました。

　正解者の中から抽選で「県有施設の無
料ご招待券（２枚組み）」などを各５人に
プレゼントします

クロスワードパズル

クロスワードパズルへの応募
はがき・メールを紹介します

※掲載された人には、ぐんまちゃん
のぬいぐるみをプレゼントします

　春は入学や就職、転勤など
新生活がスタートする季節で
す。４月から新しい環境で生
活や仕事を始めるという人も
多いのではないでしょうか。
　県の組織も、新年度から大
きく変わりました。群馬県を
さらに輝かせる政策を強力に
進めていきます。
　私は環境の変化が苦手なの
で、期待よりも不安になるこ
との方が多いですが、夫や子
どもは「新しい環境はわくわ
くする」と言います。
　そんな前向きな家族に背中
を押され、私も新しい環境で
の一歩を踏み出したいです。
� （小柏）

◆「SDGs（エス・ディー・ジー
ズ）」（持続可能な開発目標）と
いう言葉を最近よく耳にします。
私たちは何をすれば良いのだろう
と考えていました。
　今回の特集を読んで、自分でも
できることが具体的に分かりまし
た。早速実践したいと思います。
� （榛東村　56歳）

◆新聞に知事の予算説明が掲載さ
れていました。その中で関心を持
ったのが「ぐんま5つのゼロ宣
言」でした。
　この宣言の達成に向けて、県民
の一人としてできることをやりた
いと思います。
� （東吾妻町　78歳）

イベント情報
※「群馬デスティネーションキャンペーンガイドブック」や「ググっとぐんま公式サイト」（https://
gunma-dc.net/）などに掲載されているイベントの中から紹介します。詳しくはお問い合わせください

※ 内容が変更になることがありますので、お出掛けの際はご確認ください




